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上下水道局を新たに創設�����������４
（12月定例会で決まったこと）
18名の議員が市政を質す・・・・・・・・・・・６
（一般質問）
表紙写真の説明���������������� １5

特集
議会報告会（意見交換会）������������ 2
議員研究会視察報告� �����������１5�
（くらのまち保育園・味噌工場跡地）

いい
年にな

りますように
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議会
報告会

いただきました

議会に関する主なものをご紹介します

関係する団体や市民の方と意見交換を行いました

今号では各常任委員会で開催した意見交換会も併せてご紹介いたします。
なお、提言書がまとまりましたら、後日あらためて、皆様にお知らせいたします。

産業教育常任委員会
テーマ　これからの本市における農業の振興
相手方　農業関係団体の皆さま
主な意見
・	�本市は農業生産地に適しているがゆえ、受け
入れ態勢に力不足な部分を感じる。

・	�各種団体・行政の方向性がバラバラ。もっと
仲良くやれればと思う。

・	�新規就農者には情報が少ない。金銭的なもの
だけではない支援が必要だ。

・	�成功体験を地域で共有していくことが大切。

建設常任委員会
テーマ　建設業関連事業の現状と課題
相手方　栃木市建設業協同組合の皆さま
主な意見
・	�協同組合としては災害協定等により市へ貢献
しているので、入札時の指名優先など優遇措
置を検討してもらいたい。

・	�地元業者の育成や雇用確保という視点からも
優先的に地元業者を使っていただきたい。

・	�設計と現場が合わないことがある。状況に応
じて柔軟な設計変更をお願いしたい。

・	�メディカルセンターしもつ
がの経営は非常に厳しいと
いう声も聴く。議会として
チェックするべきだ。

・	�政務活動費の透明化に力を
入れるなら政務活動費を廃
止して、議員報酬に組み入
れてはどうか。

・	�議会傍聴者にスクリーンな
どで議案等の説明がほしい。
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多くのご意見を

たくさんのご意見の中から、

各常任委員会でテーマを決めて、

　平成23年度にスタートして以来、今年度で第7回目となる議会報告会および昨年度から始まった意見
交換会を10月から11月にかけて計13回、開催いたしました。議会報告会は市内各地域で開催したほか、
市役所1階の市民スペースでも開催いたしました（33号既報）。

総務常任委員会
テーマ　本市のまちづくりに期待すること
相手方　�國學院大學栃木短期大学の学生の皆さま
主な意見
・	�栃木市に初めて来たとき、街がさびれている
印象を受けた。中心市街地に大型商業施設が
できれば、若者が集い活気あふれる街になる
と思う。

・	 �遅い時間帯になると、栃木駅構内や喫煙所付近
で人がたむろしている姿を見かけることがあ
る。とても怖く感じるし、治安が悪いようにも
見えてしまう。警察などによる巡回指導をより
増やすなどの取り組みが必要ではないか。

民生常任委員会
テーマ　地域包括ケアシステムの現状
相手方　�介護事業者、相談支援包括化推進員の

皆さま
主な意見
・	�栃木市の介護の受入体制は他市と比べ進んで
いるということを、もっと伝えた方がいい。

・	�介護の暗いイメージを払拭し、若い世代が憧
れるような職業にしたい。

・	�高校生や専門学校生への介護に対する教育に
力を入れた方がいい。

・	�介護業界では、担い手とそれをまとめるリー
ダーの人材が不足している。

議会報告会のあらまし
【市民スペースほか8カ所で開催】

●第1部　議会報告
・	�議会改革（これまでの取り組み）
・	�これまでに報告会でいただいた意見に
ついて（市への提言）
●第2部　フリートーク（意見交換）
・	�参加者と議員で10名程度のグループ
になり、自由に意見交換。

・	 �議会報告会では議員と話すことができるし、い
ろいろな報告も受けられるので、今後も続けて
もらいたい。報告も分かりやすくてよかった。

・	�報告の中で市民に関係する報告は自転車の条
例だけだった。もっと市民に関係する活動を
してもらいたい。

・	�人口減少やインフラ老朽化への栃木市の対応
について議会でも研究し、市の計画に対して
議会の考えを示してはどうか。
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12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と�

（
主
な
議
案
）

　
12
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　
現
在
の
建
設
水
道
部
の
名
称
を
建
設
部

に
改
め
、
同
部
の
分
掌
事
務
か
ら
下
水
道

に
関
す
る
事
項
を
削
る
こ
と
。

質　
　
疑

質　
部
の
名
称
を
改
め
る
理
由
は

答　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
の
全

部
を
適
用
し
、
水
道
事
業
と
合
わ
せ
て
公

営
企
業
と
し
て
運
営
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
下
水
道
事
業
を

質　
　
疑

質　
法
適
用
の
効
果
は

答　

人
口
3
万
人
以
上
の
市
町
村
は
平

成
32
年
度
ま
で
に
、
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
適
用
し
、
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
適
用
後
は
複
式
簿
記
の
採
用
に
よ
り

財
務
状
況
が
明
確
に
な
る
た
め
、
施
設
更

新
に
向
け
た
準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

所
管
し
て
い
る
建
設
水
道
部
の
名
称
を
建

設
部
に
改
め
、
下
水
道
に
関
す
る
事
務
を

新
た
に
設
置
す
る
上
下
水
道
局
に
移
管
す

る
も
の
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
栃
木
市
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
の
規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
に
当
た

り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
栃
木
市
下
水
道
条
例
等
の
関
係
す

る
条
例
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

議
案
の
概
要

　

栃
木
市
大
平
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
（
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
）
の
管
理
を

行
う
指
定
管
理
者
に
株
式
会
社
大
高
商
事

を
指
定
す
る
こ
と
。

質　
　
疑

質　
選
定
上
の
評
価
内
容
は

答　

財
務
状
況
や
管
理
運
営
体
制
に
対

す
る
提
案
、
利
用
者
の
要
望
へ
の
対
応
、

新
規
利
用
者
の
増
加
に
対
す
る
提
案
な
ど

が
高
い
評
価
を
受
け
た
。

質　

現
在
の
指
定
管
理
者
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
方
や
納
入
業
者
の
継
続
は

答　

候
補
者
も
雇
用
等
を
継
続
す
る
意

向
を
示
し
て
お
り
、
新
旧
の
指
定
管
理
者

に
よ
る
引
き
継
ぎ
の
中
で
、
市
と
し
て
も

候
補
者
に
お
願
い
を
し
て
い
く
。

質　
今
後
の
管
理
状
況
の
確
認
体
制
は

答　

毎
年
度
終
了
後
、
事
業
報
告
書
が

事
業
者
よ
り
提
出
さ
れ
る
の
で
、
そ
ち
ら

で
確
認
し
て
い
く
。

可決 賛成 30
反対   1

上下水道局を
新たに創設

議案第105号　栃木市部設
置条例の一部を改正する条
例の制定

可決 賛成 30
反対   1

下水道事業を
企業会計に

議案第111号　栃木市下水道事
業に地方公営企業法の規定の全
部を適用することに伴う関係条
例の整備に関する条例の制定

可決 賛成 26
反対   5

指定管理者を
変更

議案第119号　指定管理者
の指定（栃木市大平まちづ
くり交流センター）
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討
論
（
議
案
第
1
0
5・1
1
1
号
）

反
対

　
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
は
、
そ
の
ね

ら
い
が
一
般
財
源
の
支
出
削
減
と
独
立
採

算
性
の
強
化
に
あ
る
。
独
立
採
算
性
が
重

視
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
費
用
負
担
の
ほ
と
ん

ど
を
下
水
道
使
用
料
と
し
て
市
民
か
ら
徴

収
す
る
こ
と
と
な
り
、
下
水
道
使
用
料
の

大
幅
値
上
げ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
の
継
続
・
発
展
に

は
、
一
般
財
源
を
自
治
体
の
裁
量
で
繰
り

入
れ
で
き
る
従
来
の
方
式
を
継
続
す
べ
き

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
両
議
案
に
反
対
で

あ
る
。

賛
成

　
総
務
省
は
、
公
営
企
業
会
計
の
適
用
を

推
進
し
て
お
り
、
下
水
道
事
業
に
地
方
公

営
企
業
法
の
規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
こ

と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
地
方
公
共
団

体
自
ら
が
下
水
道
事
業
の
経
営
や
資
産
等

の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
将

来
的
な
経
営
の
安
定
、
計
画
的
な
施
設
の

維
持
・
管
理
等
が
期
待
さ
れ
る
。

　
同
会
計
の
適
用
は
、
健
全
な
下
水
道
事

業
の
経
営
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
一
方
的
に
削
減
す
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
上
下
水
道
局
の
設

置
に
つ
い
て
も
問
題
は
な
く
、
両
議
案
に

賛
成
で
あ
る
。

討
論
（
議
案
第
1
1
9
号
）

反
対

　
今
回
、
公
募
外
選
定
か
ら
公
募
に
切
替

え
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
栃
木
市
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
が
宇
都
宮
市
の
㈱
大
高

商
事
を
選
定
し
た
。

　
指
定
管
理
者
の
応
募
は
㈱
大
高
商
事
を

含
め
３
者
。
問
題
な
の
は
、
議
会
に
対
し

て
、
議
案
審
議
を
求
め
て
い
な
が
ら
、
そ

の
判
断
資
料
を
提
示
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
議
会
及
び
議
員
の
義
務
と
責
任
は
、
議

案
を
し
っ
か
り
と
審
議
す
る
こ
と
で
あ

る
。
判
断
材
料
が
示
さ
れ
な
い
状
況
下
で

は
、
十
分
な
判
断
は
で
き
ず
、
本
議
案
に

反
対
で
あ
る
。

賛
成

　
今
回
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
平
ま

ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
（
プ
ラ
ッ
ツ
お

お
ひ
ら
）
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、

新
た
な
視
点
に
立
っ
た
施
設
の
管
理
運
営

や
特
色
あ
る
事
業
の
提
案
を
広
く
求
め
る

必
要
か
ら
、
公
募
に
切
り
替
え
た
も
の
で

あ
り
、
結
果
３
団
体
か
ら
の
申
請
が
あ
っ

た
。

　
候
補
者
と
し
て
提
案
さ
れ
た
㈱
大
高
商

事
は
、
県
や
県
内
８
市
町
に
お
い
て
公
立

図
書
館
等
の
指
定
管
理
者
業
務
を
行
っ
て

き
た
豊
富
な
経
験
と
実
績
が
あ
り
、
安
定

し
た
管
理
運
営
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
本
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。

議案等の審議結果
12月定例会では、議案28件が審査され、その内全会一致は25件、賛否が分かれた議案は3件でした。
賛否が分かれた議案の各議員の賛否は以下のとおりです。
なお、本会議初日に大川議員の辞職願が提出され、全会一致で許可されました。� ◯=賛成、●=反対

議案
番号 議案名

採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20 21 22 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34
大
谷
　
好
一

茂
呂
　
健
市

青
木
　
一
男

針
谷
　
育
造

坂
東
　
一
敏

広
瀬
　
昌
子

小
久
保
か
お
る

古
沢
　
ち
い
子

松
本
　
喜
一

渡
辺
　
照
明

白
石
　
幹
男

関
口
　
孫
一
郎

氏
家
　
晃

平
池
　
紘
士

針
谷
　
正
夫

大
出
　
三
夫

大
阿
久
　
岩
人

長
　
芳
孝

千
葉
　
正
弘

入
野
　
登
志
子

天
谷
　
浩
明

広
瀬
　
義
明

福
富
　
善
明

大
武
　
真
一

海
老
原
　
恵
子

永
田
　
武
志

岡
　
賢
治

小
堀
　
良
江

梅
澤
　
米
満

中
島
　
克
訓

高
岩
　
義
祐

福
田
　
裕
司

誠
心
市
民
ク
ラ
ブ

大
樹
市
民
ク
ラ
ブ

誠
心
無
会
派

公
明
党
議
員
会

公
明
党
議
員
会

無
会
派

誠
心
無
会
派

黎
明
新
生
ク
ラ
ブ

黎
明
黎
明
黎
明
新
生
ク
ラ
ブ

黎
明
新
風
創
志
会

公
明
党
議
員
会

誠
心
大
樹
大
樹
無
会
派

無
会
派

黎
明
大
樹
新
生
ク
ラ
ブ

新
風
創
志
会

無
会
派

新
風
創
志
会

新
風
創
志
会

第105号
栃木市部設置条例の一
部を改正する条例の制
定

可
決○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

○○ ○ ○ ○ ○ ○

第111号

栃木市下水道事業に地方
公営企業法の規定の全部
を適用することに伴う関
係条例の整備に関する条
例の制定

可
決○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第119号
指定管理者の指定
（栃木市大平まちづくり
交流センター）

可
決○○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ◯ ○ ○ ● ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るため、討論が行われた議案番号と発言した議員名は次のとお
りです。（○＝賛成　●＝反対）
・議案第105号　◯古沢ちい子議員　●白石幹男議員
・議案第111号　◯古沢ちい子議員　●白石幹男議員
・議案第119号　◯古沢ちい子議員　●白石幹男議員、●大武真一議員
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一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

農
業
者
の
費
用
負
担
が
な
い

土
地
改
良
整
備
事
業
と
は

　

栃
木
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
が
平
成
29
年

の
4
月
か
ら
10
年
計
画
で
始
ま
っ
た
。

　

農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
水
田
の
未

整
備
地
区
で
農
地
中
間
管
理
機
構
が
借

り
受
け
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、
農
業

者
の
申
請
・
同
意
・
費
用
負
担
も
な
く
、

県
が
主
体
と
な
り
実
施
す
る
基
盤
整
備

事
業
が
新
設
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

具
体
的
な
事
業
内
容
及
び
要
件
を
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

圃
場
整
備
未
実
施
地
区
・
整
備
済
地
区

と
も
に
有
効
な
事
業
で
あ
る

　

土
地
改
良
法
が
改
正
さ
れ
、
農
地
中

間
管
理
機
構
が
借
り
入
れ
て
い
る
農
地

に
つ
い
て
、
農
業
者
の
申
請
・
同
意
・

費
用
負
担
に
よ
ら
ず
、
都
道
府
県
が
基

盤
整
備
事
業
を
実
施
で
き
る
制
度
が
創

寺
尾
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て

土
地
利
用
規
制
緩
和
制
度
の
構
築
を

　

寺
尾
地
区
は
他
の
地
区
と
比
べ
て
人

口
減
少・少
子
高
齢
化
が
進
み
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
も
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
上
の
規
制

が
あ
る
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期

待
感
を
地
区
住
民
が
持
て
る
よ
う
な
規

制
緩
和
は
で
き
な
い
か
。
分
か
り
や
す

く
、
利
用
し
や
す
い
市
独
自
の
土
地
利

用
制
度
を
構
築
し
、
寺
尾
地
区
を
モ
デ

ル
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
渡
邉
都
市
整
備
部
長

一
定
の
規
制
緩
和
と
な
る

制
度
を
構
築
し
て
い
く

　

既
存
集
落
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

地
域
活
力
の
低
下
が
進
む
市
街
化
調
整

区
域
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

設
さ
れ
た
。

　

本
事
業
の
実
施
要
件
は
5
つ
。
①
農

地
中
間
管
理
権
が
事
業
対
象
農
地
の
全

て
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。　

②
事
業
対

象
農
地
面
積
が
平
場
で
10
　

ha
以
上
、
中

山
間
で
５
　

ha
以
上
。　

③
農
地
中
間
管

理
権
の
設
定
期
間
が
、
事
業
計
画
の
公

告
日
か
ら
15
年
以
上
。　

④
事
業
対
象

農
地
の
8
割
以
上
を
事
業
完
了
後
5
年

以
内
に
担
い
手
へ
集
団
化
。　

⑤
事
業

実
施
地
域
の
収
益
性
が
事
業
完
了
後
5

年
以
内
に
20
％
以
上
向
上
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
事
業
は
圃
場
整
備
未
実
施
地
区
に

お
け
る
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
や
圃
場
整

備
済
地
区
に
お
い
て
も
区
画
の
拡
大
や
、

土
水
路
の
解
消
、
農
道
の
拡
幅
な
ど
再
整

備
に
有
効
な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

の
維
持
や
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

新
た
な
土
地
利
用
制
度
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
街
化
調

整
区
域
が
本
来
「
市
街
化
を
抑
制
す
べ

き
区
域
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ

の
趣
旨
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
、
関
係
法

令
や
本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
掲
げ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
検
討
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　

地
区
計
画
や
条
例
の
活
用
を
基
本
と

し
つ
つ
、
寺
尾
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
た

実
践
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
住

民
の
方
々
や
事
業
者
が
提
案
し
や
す
い

よ
う
な
、
市
街
化
調
整
区
域
全
体
を
見

据
え
た
一
定
の

規
制
緩
和
と
な

る
制
度
を
構
築

し
、
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
、

市
民
の
皆
さ
ま

に
お
示
し
し
た

い
。

○
市
町
合
併
の
検
証

●
寺
尾
地
区
の
活
性
化

●
農
業
問
題

○
ふ
る
さ
と
納
税

針谷 育造 議員
市民クラブ

岡　賢治 議員
大　　　樹

改善が望まれる岩舟町
古江地区の水田
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配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
時
期
は

　

平
成
28
年
に
実
施
さ
れ
た
「
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
で

は
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
暴
力
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
の
約
４

割
は
、
ど
こ
（
だ
れ
）
に
も
相
談
し
な

か
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
に
関

す
る
相
談
は
本
当
に
対
応
が
難
し
く
、

何
度
も
対
応
し
な
け
れ
ば
十
分
な
問
題

解
決
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多

い
と
思
う
。
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
時
期
と
職
員
の
配
置
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
松
本
こ
ど
も
未
来
部
長

平
成
30
年
度
中
の
開
設
を
予
定

　

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
場
所

で
の
継
続
的
な
相
談
、
一
時
保
護
等
や

住
民
票
の
異
動
、
生
活
保
護
の
手
続
き

「
つ
が
の
里
」を
総
合
公
園
化
し
、

本
市
の
観
光
拠
点
に

　

つ
が
の
里
は
平
成
５
年
に
開
園
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
一

体
性
に
欠
け
た
公
園
で
あ
り
、
本
市
の

観
光
拠
点
の
一
つ
と
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

現
在
、
本
市
で
は
「
つ
が
の
里
総
合

公
園
化
計
画
」
を
策
定
中
で
あ
る
が
、

本
計
画
を
策
定
す
る
に
至
っ
た
背
景
・

目
的
・
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
建
設
水
道
部
長

多
く
の
方
が
訪
れ
た
く
な
る
よ

う
な
特
色
あ
る
公
園
に
再
整
備

　

つ
が
の
里
は
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
等
の
既

存
施
設
間
の
連
携
や
、
公
園
内
の
各
エ

リ
ア
の
役
割
や
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

等
の
同
行
支
援
、
法
に
基
づ
き
加
害
者

が
被
害
者
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
裁
判
所

が
発
令
す
る
保
護
命
令
の
関
与
及
び
手

続
き
の
支
援
等
、
被
害
者
の
立
場
に

立
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
支
援
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
庁
内
外
の
関
係
部
署
や
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
潜
在
化
し
て

い
る
被
害
者
を
早
期
発
見
し
、
被
害
者

支
援
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
迅

速
か
つ
円
滑
に
行
う
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

　

設
置
時
期
は
、
平
成
30
年
度
中
の
開

設
を
予
定
し
て
お
り
、
職
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
セ
ン
タ
ー
業
務
の

増
加
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
業
務
量
等

を
調
査
し
、
適
切
な
人
員
配
置
に
努
め

て
い
く
。

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て

一
体
性
や
魅
力
に
欠
け
た
公
園
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
で
、
子
育
て
世
代
の
多
く
の
方

か
ら
、
休
日
に
、
身
近
に
子
ど
も
の
遊

べ
る
公
園
を
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
つ
が
の
里
を

総
合
公
園
と
し
て
一
か
ら
見
直
し
、
施

設
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
幅
広
く

利
用
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
本
市
の
観

光
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
方
が

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
特
色
を
持
っ
た

公
園
と
し
て
再
整
備
す
る
た
め
に
、
総

合
公
園
化
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

●
つ
が
の
里
総
合
公
園
化
計
画

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
現
状

○�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育

○
障
が
い
者
等
の
社
会
進
出
支
援

●
Ｄ
Ｖ
対
策

小久保かおる 議員
公明党議員会

氏家　晃 議員
　　　　新生クラブ

特色を持った魅力あふれる
公園へ！
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
る

所
で
投
票
が
で
き
な
い
か

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
２
０
２
５
年

に
は
、
33
％
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
市
民
の
３
人
に
１
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
な
り
、
要
介
護
・
要
支

援
状
態
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
。
高
齢

者
が
よ
り
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
、
投
票
率
の
向
上
に

大
き
く
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
多
く
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
投
票
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
伺
う
。

答
弁
田
中
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

効
果
的
か
検
討
し
て
い
く

　

不
在
者
投
票
施
設
の
国
の
指
定
基
準

は
、
入
所
者
の
収
容
定
員
が
概
ね
50
人

以
上
で
、
適
切
な
投
票
会
場
及
び
人
員

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
の

更
な
る
拡
大
を

　

市
内
に
は
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数

点
在
し
て
い
る
が
、
大
人
か
ら
子
ど
も

全
般
に
利
用
可
能
な
こ
と
か
ら
、
課
題

も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
で
は
、
会
議
室
の

空
き
日
を
利
用
し
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
併
用
し
た

「
こ
ど
も
の
学
習
室
」
を
設
置
し
、
市

民
生
活
の
実
態
に
即
し
た
利
活
用
を
し

て
、
成
果
を
上
げ
た
。

　

こ
の
例
を
参
考
に
、
高
齢
者
・
女
性

に
特
化
し
た
利
活
用
に
も
展
開
可
能
と

推
察
さ
れ
る
。

　
市
内
全
域
へ
の
展
開
を
提
案
す
る
。

答
弁
若
菜
生
活
環
境
部
長

空
き
ス
ペ
ー
ス
で
有
効
活
用

す
る
こ
と
を
検
討
す
る

　

各
地
域
公
民
館
や
総
合
支
所
で
は
職

体
制
が
確
保
で
き
る
一
定
規
模
を
有
し

た
施
設
と
さ
れ
て
い
る
。
指
定
施
設
に

お
け
る
不
在
者
投
票
は
、施
設
に
入
院
、

入
所
中
の
方
が
投
票
で
き
る
制
度
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
通
所
型
の
施
設
で

は
、
入
院
、
入
所
中
と
は
な
ら
な
い
の

で
、
指
定
施
設
と
は
な
り
得
ず
、
不
在

者
投
票
が
で
き
な
い
。

　

移
動
投
票
所
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
選
挙
の
公
正
性
、
地
域
間
の
バ
ラ

ン
ス
、
そ
の
地
域
の
有
権
者
数
や
投
票

者
数
、
二
重
投
票
を
防
ぐ
た
め
の
シ
ス

テ
ム
の
確
保
、
費
用
対
効
果
等
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
投

票
体
制
を
総
合
的
に
判
断
し
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
よ
り
効
果
的
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

員
の
目
の
届
く
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
高
齢

者
や
女
性
に
配
慮
し
た
ス
ポ
ッ
ト
の
有

効
活
用
を
念
頭
に
検
討
す
る
。

　

な
お
、
施
設
に
よ
っ
て
は
無
条
件
に

開
放
す
る
と
運
営
に
支
障
が
出
る
施
設

も
あ
る
た
め
、
今
後
施
設
所
管
課
に
お

い
て
、
条
件
や
課
題
の
整
理
を
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

登
録
の
な
い
児
童
館
等
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
世
代
間
の
交
流
の
場
と
し
て
も

有
効
な
こ
と
か
ら
、
所
管
す
る
課
と
調

整
を
し
、
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
施
設
と
し

て
の
登
録
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●�

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
・（
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
）�

ス
ポ
ッ
ト
の
有
効
活
用

○
い
じ
め
認
知
件
数
増
加
に
伴
う
本
市
の
対
応

○
栃
木
市
防
災
備
蓄
食
品
の
管
理
と
活
用

○
栃
木
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
充
実

●
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

○
胃
が
ん
予
防

○
生
活
困
窮
者
支
援
施
策

○
終
活

入野登志子 議員
公明党議員会

福田 裕司 議員
新風創志会
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電
子
マ
ネ
ー
対
応
自
動
販
売
機

を
導
入
す
べ
き

　

電
子
マ
ネ
ー
対
応
自
動
販
売
機
（
以

下
、
電
子
自
販
機
と
表
記
）
に
は
、
い

く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

設
置
事
業
者
は
現
金
取
扱
量
が
減

り
、
リ
ス
ク
が
減
る
。
利
用
者
は
現
金

や
つ
り
銭
を
持
つ
必
要
が
な
く
な
る
な

ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
電
子
自
販
機
を
利
用
し

て
、
市
な
ど
へ
の
寄
附
の
仕
組
み
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

電
子
マ
ネ
ー
で
あ
る
た
め
、
端
数
で

の
寄
附
も
可
能
で
あ
り
、
少
額
で
は
あ

る
が
市
の
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
の
電
子
自
販
機
の
導
入
を
す
べ
き

と
考
え
る
。

答
弁
小
林
財
務
部
長

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総
合
的

に
考
え
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の

実
現
を
目
指
し
て

　

平
成
32
年
度
に
設
置
さ
れ
る
都
賀
西

方
ス
マ
ー
ト
I
C
周
辺
を
「
企
業
誘
導

地
域
」
に
選
定
し
、
民
間
活
力
に
よ
る

企
業
立
地
の
誘
導
を
図
り
、
雇
用
の
創

出
及
び
交
流
人
口
の
増
加
等
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
当
該
地
域
の
豊
か
な
自
然

環
境
と
恵
ま
れ
た
交
通
環
境
を
生
か
し

て
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」、

つ
ま
り
、
産
業
団
地
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
大
切
か
と
思
う
が
、
執
行
部
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く

　

産
業
団
地
等
の
開
発
エ
リ
ア
に
つ
い

て
は
、
交
通
の
ア
ク
セ
ス
性
に
優
れ
、

企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
、
イ
ン

　

電
子
自
販
機
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
み

取
り
機
を
付
け
る
た
め
機
械
自
体
が
高

く
な
る
な
ど
に
よ
り
、
設
置
事
業
者
が

市
に
納
め
る
貸
付
料
が
減
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

ま
た
、
電
子
マ
ネ
ー
が
使
え
て
も
、

多
く
の
方
は
現
金
で
購
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
電
子
自
販
機
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

総
合
的
に
考
え
な
が
ら
、
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　

次
に
、
寄
附
の
仕
組
み
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
寄
附
を
望
ま
な
い
方
へ
の
配

慮
も
必
要
で
あ
り
、
定
価
で
も
買
え
る

選
択
肢
が
必
要
と
考
え
る
た
め
、
情
報

収
集
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。

タ
ー
周
辺
が
優
位
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

平
成
32
年
度
に
市
内
４
箇
所
目
と
し

て
新
設
さ
れ
る
都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト

I
C
周
辺
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
地
域

の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
、

開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
開
発
等
の
事
業
主
体
や
事
業

手
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
・
県

等
に
よ
る
公
的
機
関
が
主
体
と
な
り
、

整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
今
後
は
、
民

間
事
業
者
の
技
術
力
や
資
金
力
等
を
活

用
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
事
業
体
系
に

つ
い
て
も
検
討
し
、
早
期
の
開
発
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○�

公
共
下
水
道
（
雨
水
）
永
野
川
左
岸

第
一
排
水
工
区
の
基
本
計
画

●�

都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

に
伴
う
地
域
振
興
策

○
駅
周
辺
の
駐
輪
場
整
備
を

●�

電
子
マ
ネ
ー
対
応
自
動
販
売
機
の
導
入

お
よ
び
寄
附
の
仕
組
み
を

○�

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
の
改
善�

お
よ
び
充
実
を

○�

新
規
就
農
者
受
入
及
び
育
成
体
制
の�

整
備
・
充
実
を

千葉 正弘 議員
新風創志会

大谷 好一 議員
誠　　　心

用
語
解
説

（
※
）
電
子
マ
ネ
ー
対
応
自
動
販
売
機

現
金
だ
け
で
な
く
、
E
d
y
や
i
D
、

S
u
i
c
a
な
ど
の
複
数
の
電
子
マ
ネ
ー
が

利
用
で
き
る
自
動
販
売
機
。
電
子
マ
ネ
ー
読

み
取
り
用
の
パ
ネ
ル
と
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
。

開発が待たれる都賀西方
スマートIC予定地周辺
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蔵
の
街
の
趣
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
は

　

市
は
、
蔵
の
街
の
歴
史
と
伝
統
を
現

代
に
生
か
し
つ
つ
、
維
持
し
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、「
栃
木
市
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」
を
策
定
し
、
県
内

初
と
な
る
国
の
認
定
を
目
指
し
て
い
る

が
、
嘉
右
衛
門
町
重
伝
建
地
区
、
そ
し

て
蔵
の
街
大
通
り
周
辺
の
将
来
的
に
目

指
し
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
市
長

回
遊
性
と
連
続
性
を
高
め
、「
蔵

の
街
」の
一
体
感
を
醸
成
す
る

　

嘉
右
衛
門
町
重
伝
建
地
区
で
は
、
重

伝
建
制
度
の
事
業
と
し
て
味
噌
工
場
跡

地
を
「
観
光
」・「
地
域
ま
ち
づ
く
り
」・

「
防
災
」
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
の
駐
車
場
や
交
通

安
全
施
設
等
の
環
境
整
備
を
行
い
、
訪

れ
た
人
が
、
古
さ
と
新
し
さ
を
同
時
に

消
防
署
所
統
合
の
懸
念
に
つ
い
て

　

市
が
示
し
た
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構

想
（
素
案
）
で
は
、
都
賀
分
署
と
西
方

分
署
を
統
合
し
、
新
た
な
場
所
に
新
分

署
を
整
備
す
る
と
し
て
い
る
。
周
辺
地

域
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
多
い
こ

と
、
到
着
時
間
が
遅
れ
る
地
域
が
あ
る

こ
と
か
ら
懸
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
構
想
案
で
整
備
し
た

場
合
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
は

こ
れ
ま
で
同
様
に
確
保
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
構
想
案
で
は
人
員
や
車
両
の
配

置
に
よ
っ
て
消
防
力
は
維
持
で
き
る
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
な
の
か
伺
う
。

答
弁
増
山
消
防
長

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
消
防
力
を

維
持
し
、
安
全
・
安
心
を
確
保

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る

　

今
後
、
都
賀
・
西
方
地
域
に
１
署
所

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、蔵
の
街
大
通
り
周
辺
部
は
「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
事
業
を

活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
街
並
み
保
存
の

た
め
の
補
助
制
度
の
拡
充
等
を
図
る
と

と
も
に
、「
蔵
の
街
と
ち
ぎ
」
に
相
応

し
い
景
観
を
つ
く
り
上
げ
、
将
来
的
に

は
嘉
右
衛
門
町
に
次
ぐ
重
伝
建
地
区
の

選
定
を
目
指
し
て
い
く
。

　

こ
の
２
つ
の
地
区
の
回
遊
性
と
連
続

性
を
高
め
、「
蔵
の
街
」
の
一
体
感
を

醸
成
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
ま
ち
の
賑

わ
い
創
出
と
、
観
光
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

配
置
す
る
場
合
は
、
同
時
に
２
台
の
消

防
ポ
ン
プ
車
が
出
動
す
る
た
め
、
消
火

活
動
や
逃
げ
遅
れ
の
救
助
活
動
な
ど
、

現
場
に
お
け
る
連
携
活
動
が
迅
速
に
で

き
る
こ
と
か
ら
、
現
場
到
着
の
時
間
が

遅
れ
て
も
カ
バ
ー
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
署
所
に
消
防
車
及

び
救
急
車
を
２
台
ず
つ
配
置
し
、か
つ
、

同
時
に
２
台
の
消
防
車
ま
た
は
救
急
車

が
出
動
で
き
る
人
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
地
域
全
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
消
防
力
を
維
持
し
、
安
全
・
安

心
を
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
安
心
・
安
全
の
確
保

○
寺
尾
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

●
観
光
に
よ
る
街
づ
く
り	

○
生
涯
現
役
社
会

○
外
国
語
教
育

○�

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種�

助
成
拡
大

古沢ちい子 議員
公明党議員会

小堀 良江 議員
新生クラブ

今後、整備が予定されている
味噌工場跡地

●が適正配置調査
結果箇所
（■は現在位置）
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子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
に
道
路
拡
幅
整
備
を

　

平
成
28
年
４
月
に
藤
岡
地
域
の
４
保

育
園
が
統
合
し
、
赤
麻
地
区
に
「
藤
岡

は
ー
と
ら
ん
ど
保
育
園
」
が
新
設
・
開

園
し
た
。
周
辺
道
路
は
、
園
児
の
送
迎

は
も
ち
ろ
ん
、
小
中
学
生
の
通
学
路
、

地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
狭
あ
い
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
育
園
・
学
校
関
係
者
や
地
区
住

民
よ
り
道
路
拡
幅
の
要
望
が
出
て
い

る
。
１
０
７
３
号
線
（
学
校
通
り
）
を

は
じ
め
と
す
る
保
育
園
周
辺
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鈴
木
建
設
水
道
部
長

地
元
関
係
者
等
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

　

保
育
園
西
側
に
あ
る
赤
麻
小
学
校
前

の
市
道
１
０
７
３
号
線
は
、
合
併
前
の

平
成
５
年
度
か
ら
地
元
説
明
会
を
開
催

栃
木
市
が
生
ん
だ
偉
大
な
画
家

「
田
中
一
村
」の
顕
彰
を
！

　

田
中
一
村
は
明
治
41
年
７
月
22
日
、

栃
木
市
泉
町
に
て
生
を
受
け
た
。
52
歳

の
時
に
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
に
渡
り
、

島
の
自
然
を
描
き
、
昭
和
52
年
に
69
歳

で
そ
の
孤
高
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

平
成
30
年
は
、
本
市
が
生
ん
だ
偉
大

な
画
家
の
一
人
で
あ
る
一
村
の
生
誕

１
１
０
年
の
節
目
に
あ
た
る
た
め
、
記

念
事
業
を
是
非
と
も
行
い
た
い
。
市
と

し
て
記
念
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
が
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
鵜
飼
生
涯
学
習
部
長

大
成
す
る
前
の
活
動
に
注
目

し
た
展
覧
会
等
を
計
画

　

一
村
の
生
誕
１
１
０
年
に
あ
た
る
来

年
度
は
、（
仮
称
）「
田
中
一
村
と
刑
部

人
の
青
春
‐
希
望
と
苦
悩
の
あ
い
だ
」

と
題
し
て
、
主
に
収
蔵
品
を
中
心
に
、

し
、
用
地
測
量
及
び
設
計
業
務
等
を

行
っ
た
が
、
道
路
排
水
の
放
流
先
と
し

て
、
十
分
に
機
能
す
る
水
路
が
無
く
、

事
業
が
中
断
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
渡
良
瀬
川
北
側
の
西

赤
麻
第
２
排
水
樋
管
ま
で
の
水
路
の
整

備
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
工
事
が
完

成
す
れ
ば
、
懸
案
で
あ
っ
た
保
育
園
の

周
辺
道
路
排
水
の
放
流
先
と
し
て
も
十

分
に
利
用
で
き
る
水
路
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
に
お
い
て
は
水

路
を
先
行
し
て
整
備
し
、
そ
の
進
捗
状

況
に
応
じ
て
、
保
育
園
周
辺
の
市
道

１
０
７
３
号
線
な
ど
の
道
路
に
つ
い
て
、

地
元
の
関
係
者
や
土
地
改
良
区
の
皆
さ

ま
と
協
議
し
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中
一
村
と
没
後
40
年
と
な
る
洋
画

家
・
刑
部
人
と
と
も
に
、
画
家
と
し
て

大
成
す
る
前
の
活
動
に
注
目
し
た
展
覧

会
や
講
演
会
な
ど
の
記
念
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
33
年
度
に
開
館
予
定
の

（
仮
称
）
文
化
・
芸
術
館
で
の
企
画
展
に

お
い
て
、
田
中
一
村
の
代
表
作
で
あ
る

奄
美
時
代
の
「
不
喰
芋
と
蘇
鉄
」
と
「
ア

ダ
ン
の
海
辺
」
な
ど
の
作
品
を
借
用
し

た
記
念
事
業
を
開
催
す
る
た
め
に
、
所

蔵
館
で
あ
る
田
中
一
村
記
念
美
術
館
及

び
千
葉
市
美
術
館
と
良
好
な
関
係
を
保

ち
準
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
ま

ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る
よ
う
、
関
係
各

課
及
び
団
体
と
の
連
携
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

○
栃
木
市
ま
ち
お
こ
し
基
本
方
策

●
田
中
一
村
生
誕
１
１
０
年
の
記
念
事
業

○�

大
平
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理

○
栃
木
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

○�

栃
木
市
に
お
け
る
米
の
生
産
調
整
の

現
状
と
今
後
の
対
応

○
藤
岡
地
域
「
排
水
機
場
実
施
計
画
」

●�

「
藤
岡
は
ー
と
ら
ん
ど
保
育
園
」�

周
辺
の
道
路
整
備

関口孫一郎 議員
黎　　　明

大武 真一 議員
無会派

新設・開園した
藤岡はーとらんど保育園

市役所で開催された
田中一村セミナー



－ 12 －

第 34 号 平成 30 年 2 月 20 日とちぎ市議会だより

一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

市
民
の
生
命
財
産
優
先
の

構
想
変
更
を
求
め
る

　

今
回
の
基
本
構
想
は
分
署
数
削
減
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
と
不
安
が
残
る
。

　

消
防
力
の
充
実
を
明
記
し
た
総
合
計

画
に
も
反
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
も
都
賀
・
西
方
分

署
の
統
合
は
決
し
て
看
過
で
き
な
い
。

　

消
防
力
の
低
下
は
市
民
の
生
命
に
直

結
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
財
政
的・

施
策
的
理
由
に
よ
る
構
想
の
舵
取
り
は

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
基
本
構

想
の
修
正・見
直
し
を
強
く
要
求
す
る
。

市
民
の
安
全・安
心
確
保
へ
の
見
解
は
。

答
弁
増
山
消
防
長

消
防
力
の
運
用
効
果
を
維
持

で
き
る
た
め
、
素
案
の
と
お
り

進
め
た
い

　

市
民
か
ら
の
意
見
の
反
映
は
、
各
地

域
の
地
域
会
議
で
の
意
見
を
伺
い
、
パ

ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
賃
は

一
律
１
０
０
円
に
せ
よ
！

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
賃
は
、
現
在
、

１
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
寺
尾
、
西
方
、
藤
岡
、
岩
舟
地
域

の
住
民
は
、
市
中
心
部
ま
で
行
く
の
に

３
０
０
円
か
か
る
。「
住
む
地
域
に
よ
っ

て
負
担
が
違
う
の
は
不
公
平
だ
」
と
の

声
も
あ
り
、
一
律
１
０
０
円
に
す
べ
き

と
考
え
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
無
料
パ

ス
を
発
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
弁
若
菜
生
活
環
境
部
長

新
た
な
公
共
交
通
計
画
策
定
の

中
で
検
討
し
て
い
く

　
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
一
律
運
賃
」
導
入

の
検
討
は
、
市
中
心
部
ま
で
の
運
賃
が

違
う
不
公
平
感
の
解
消
や
、
分
か
り
や

す
い
運
賃
体
系
と
す
る
た
め
に
、
重
要

で
あ
る
。

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
意
見
を
十
分
踏
ま
え
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
公
共
施

設
適
正
配
置
計
画
等
、
市
の
課
題
は
あ

る
が
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

最
優
先
し
た
結
果
、
人
員
と
車
両
を
集

中
し
て
運
用
す
る
こ
と
で
、
管
内
全
域

に
お
い
て
消
防
力
の
運
用
効
果
を
維
持

で
き
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想
に
つ
い

て
は
、
素
案
の
と
お
り
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
消
防
力
の
充
実
強

化
と
質
の
高
い
消
防
活
動
の
提
供
に
努

め
て
い
く
。

　

平
成
30
年
度
前
半
ま
で
に
予
定
し
て

い
る
新
た
な
公
共
交
通
計
画
策
定
の
中

で
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
一
律
運
賃
」
の
導

入
及
び
、金
額
の
設
定
を
検
討
し
て
い
く
。

　

障
が
い
者
の
運
賃
は
現
在
も
半
額
と

し
て
い
る
が
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
と
す
る
た
め
に
、

低
廉
な
運
賃
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
利
用

者
に
一
定
の
負
担
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
無
料

パ
ス
の
発
行
は
難
し
い
。

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
足
の
確
保
は

重
要
な
課
題
な
の
で
、
利
用
者
が
増
え

る
よ
う
、
一
般
の
定
期
券
よ
り
さ
ら
に

低
額
と
な
る
「
高
齢
者
専
用
の
特
別
定

期
券
」
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
公
共
交

通
計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

○
介
護
保
険

○
子
育
て
支
援

●
交
通
弱
者
へ
の
対
応

●
栃
木
市
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構
想

広瀬 義明 議員
大　　　樹

白石 幹男 議員
無会派

一律運賃の導入が検討
されるふれあいバス
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空
き
地
や
遊
休
農
地
の
流
動
性

の
向
上
を

　

市
街
化
調
整
区
域
で
は
世
帯
あ
た
り

の
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
等
の
土
地
の

利
用
や
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

世
帯
が
増
え
て
い
る
。

　

後
継
者
の
い
な
い
世
帯
や
子
ど
も
が

遠
方
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
土
地
を
処
分
し
た
い
と
考
え
て
い

る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

無
償
譲
渡
で
も
土
地
の
処
分
を
希
望

し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
で
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

答
弁
小
林
財
務
部
長

「
空
き
家
バ
ン
ク
」「
農
地
バ
ン
ク
」

制
度
を
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く

　

高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
少
子
化
に
よ

る
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
過
疎
化
の
進

展
に
伴
い
、
空
き
地
や
耕
作
放
棄
地
が

増
え
、
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認

栃
木
駅
周
辺
で
来
訪
者
へ
の

お
も
て
な
し
を

　　

昨
年
度
、
栃
木
市
は
住
み
た
い
田
舎

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
２
部
門
に
お
い

て
全
国
１
位
と
な
っ
た
こ
と
や
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

で
、
市
外
や
県
外
か
ら
の
来
訪
者
が
増

え
て
い
る
。

　
し
か
し
、玄
関
口
と
な
る
栃
木
駅
に
は
、

来
訪
者
を
迎
え
る
た
め
の
お
も
て
な
し
の

心
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

土
産
物
屋
の
設
置
、
ベ
ン
チ
増
設
、

貸
自
転
車
の
用
意
な
ど
、
も
っ
と
来
訪

者
に
配
慮
し
た
駅
と
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
の
心

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

　

栃
木
駅
は
、
本
市
の
玄
関
口
と
な
る

識
し
て
い
る
。

　

空
き
地
に
つ
い
て
は
、
市
で
活
用
で

き
る
か
ど
う
か
検
討
を
行
い
、
活
用
で

き
る
場
合
に
は
、
寄
附
を
受
け
て
い
る

が
、
利
用
困
難
な
土
地
や
農
地
な
ど
法

令
等
で
制
限
さ
れ
る
土
地
に
つ
い
て

は
、
寄
附
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
宅
建
協
会
や
農
業
公
社
と

協
力
し
、
空
き
地
な
ど
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

空
き
地
に
つ
い
て
は
、「
栃
木
市
空

き
家
バ
ン
ク
」
で
空
き
地
に
つ
い
て
も

取
り
扱
い
を
行
い
制
度
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
農
地
に
つ
い
て
は
、「
農
地

バ
ン
ク
制
度
」
で
農
地
の
登
録
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。

た
め
、
観
光
案
内
所
の
開
設
や
ベ
ン
チ

の
設
置
な
ど
、
観
光
客
へ
の
お
も
て
な

し
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
に
は
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
や
土
産
物
屋
な
ど
民
間
事
業
者
が

営
業
し
て
お
り
、
観
光
案
内
所
に
お
い

て
観
光
客
へ
の
適
切
な
案
内
に
努
め
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
土
産
を
ま

と
め
て
買
え
る
店
が
な
い
こ
と
や
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
者
が
伸
び
て
い
な

い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
駅

周
辺
に
整
備
予
定
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
へ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
物
産
販
売

店
等
の
配
置
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

も
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
図
り
、
借

り
た
自
転
車
を

ど
こ
で
も
返
還

で
き
る
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の
充
実	

○
下
水
道
の
適
正
な
維
持
管
理

●
栃
木
駅
周
辺
の
整
備
及
び
活
性
化

○
歳
入
状
況

●
固
定
資
産
評
価
額

梅澤 米満 議員
新風創志会

坂東 一敏 議員
誠　　　心

空き家バンク担当の
住宅課窓口



－ 14 －

第 34 号 平成 30 年 2 月 20 日とちぎ市議会だより

一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

子
育
て
世
帯
へ
紙
お
む
つ
給
付

事
業
の
早
期
実
現
を

　

子
育
て
世
帯
へ
の
紙
お
む
つ
給
付
事

業
は
、
経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
買

い
物
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
母
親
に
と
っ
て
も
大
き
な
支
援
と
な

る
。

　

高
齢
者
へ
の
紙
お
む
つ
給
付
事
業
の

よ
う
に
、紙
お
む
つ
を
届
け
る
こ
と
で
、

母
子
を
見
守
り
な
が
ら
寄
り
添
い
、
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
が

執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

紙
お
む
つ
を
届
け
る
こ
と
に

よ
る
母
子
の
見
守
り
体
制
の

整
備
を
検
討
し
て
い
く

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
と
し
て
、
児
童
手
当
や
こ
ど

も
医
療
費
助
成
、
本
市
独
自
の
制
度
と

し
て
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
が
あ
る

平
成
34
年
度
観
光
客
入
込
数

目
標
値
を
も
っ
と
高
く

設
定
し
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

　　

観
光
基
本
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る

平
成
34
年
度
の
観
光
客
入
込
数
目
標
値

は
6
5
0
万
人
で
あ
る
。
平
成
28
年
度

は
6
0
5
万
人
で
、
そ
の
差
は
45
万
人

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
24
年
度
か
ら
2
年
間

で
30
万
人
ず
つ
増
加
し
、
来
年
度
に
本

番
を
迎
え
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
考
え
る
と
、
遅
く
と

も
平
成
31
年
度
に
は
3
年
間
前
倒
し
で

目
標
値
に
到
達
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

目
標
値
の
6
5
0
万
人
を
も
っ
と
高

く
設
定
し
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
連
絡

会
議
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く

　

本
市
の
観
光
客
入
込
数
は
増
加
傾
向

が
、
こ
の
制
度
で
は
母
子
を
見
守
る
体

制
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

核
家
族
世
帯
が
増
え
、
孤
立
し
が
ち

な
母
子
を
見
守
る
手
段
と
し
て
は
、
乳

幼
児
健
診
等
で
保
健
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
や
継
続
的
に
訪
問
す

る
機
会
を
作
る
こ
と
も
大
切
な
子
育
て

支
援
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
乳
幼
児
を
連
れ
て
の
買
い

物
は
、
保
護
者
に
と
っ
て
大
変
な
苦
労

で
あ
り
、
紙
お
む
つ
の
助
成
は
経
済
的

負
担
の
軽
減
、
買
い
物
の
援
助
、
さ
ら

に
見
守
り
体
制
の
面
か
ら
も
有
効
な
手

段
と
考
え
る
。

　

高
齢
者
へ
の
紙
お
む
つ
給
付
事
業
を

参
考
に
、
買
い
物
の
援
助
等
を
含
め
た

母
子
の
見
守
り
体
制
の
整
備
を
検
討
し

て
い
く
。

に
あ
り
、
昨
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
る

と
、
予
定
よ
り
早
く
目
標
値
を
達
成
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

計
画
策
定
時
と
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
目
標
値
や
施
策
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
観
光
に
携
わ
る
有
識
者

等
で
構
成
す
る
「
栃
木
市
観
光
ま
ち
づ

く
り
推
進
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
て
お

り
、
計
画
の
進
捗
管
理
や
見
直
し
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

目
標
値
は
、
計
画
を
推
進
す
る
重
要

な
目
安
と
な
る
た
め
、
観
光
の
動
向
を

踏
ま
え
、
推
進
連
絡
会
議
を
中
心
に
検

討
し
て
い
く
。

●
観
光
振
興

○
部
署
間
連
携
の
あ
り
方

●
子
育
て
支
援

○
自
治
会
へ
の
加
入
促
進

○
青
少
年
健
全
育
成

広瀬 昌子 議員
無会派

針谷 正夫 議員
黎　　　明

栃木市における観光客入込数の推移
6,500

6,000

5,500

5,000

4,500
Ｈ28Ｈ27Ｈ26Ｈ25Ｈ24

5,430
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現地視察報告

いい年になりますように
　除夜の鐘は煩悩を消し去り、欲を持たない心
で新年を過ごすためのお浄め行事とも言われて

いますが、ここ城内町にある圓通寺さんでの大晦日は、大宿青友会手作り
の豚汁が振る舞われ、寒い中でも厳かな鐘の音の中、心温まる新年を迎え
ることができます。� （撮影者：坂東一敏委員）

表紙の写真

12月1日の本会議終了後、担当課の説明を受けながら、
議員研究会の現地視察を行いました。

開園が待たれる
「くらのまち保育園」

重伝建地区の拠点施設となる
味噌工場跡地

　当園は、いりふね保育園とそのべ保育園を統
合し、平成30年4月に開園を予定しております。
　栃木市の街中に位置し、四季の移り変わりが
感じられ、近くには蔵の街並み、県庁堀等の歴
史的環境のほか、今後（仮称）文化芸術館が整
備される予定であり、栃木市の文化も実感でき
る環境です。
　園の保育目標として、一人ひとりを大切にし、
思いやりの心を育み、友達とのつながりを大切
にするなどの説明を受けました。

　嘉右衛門町重伝建地区のほぼ中心に位置する
当敷地は、「観光拠点」、「地域まちづくりの拠点」、
さらには「地区防災の拠点」として整備を図る
ために取得した味噌工場跡地です。
　敷地内には数多く伝統的建造物が残っていま
す。このレトロ感を最大限に生かすことをコン
セプトに、多くの人々が訪れたくなるような施
設として、また今後の歴史的街並み整備に波及
させるものとして、まちづくりを進めていくと
の説明を受けました。
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モニターインタビューNo.7

い地域がたくさんあり、寒い間だけでもふれあい
バス等の利用ができるようにしていただくと、あ
りがたいと思います。
　学校・家庭・地域が子どもたちを支えていく環
境づくりを望みます。

広報紙モニターを依頼されていかがでしたか
Ａ：今まで議会だよりは目を通すぐらいでしたが、
依頼を受けてからは真剣に読むようになり、議会
の流れが少しずつ分かってきました。
　大切な税金がどこに使われているのか、又どの
ようにして市の施策が決定されていくのか、主婦
として興味深く読むようになりました。
　表紙の子どもたちの写真も議会だよりを身近に
感じさせてくれており、これからも楽しみに読ま
せていただきます。
栃木市に何か望むことはありますか
Ａ：近所でもお年寄りが多く、空き家が増えてい
ます。若い世代が定住を希望するような、空き家
を利活用した対策を、さらに進めてほしい。
　子育て世代としては、小学校への通学距離が遠

議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力を
いただいている「議会広報紙モニター」にインタビューする
コーナーです（今回のインタビュアー：小久保かおる委員）

議会広報紙モニター
宮本　恵子さん

3月定例会の予定（変更になる場合があります）
日 月 火 水 木 金 土

2/18 19 20 21 22 23 24

本会議 本会議
議案等提案 『一般質問』

25 26 27 28 3/1 2 3

委員会① 委員会②
（総務・民生）（産教・建設） （総務） （民生）

4 5 6 7 8 9 10

委員会②
（産業教育） （建設）

11 12 13 14 15 16 17

本会議
議案等採決

傍聴にお越しください!!
　日程と一般質問の内容は、ホームページや新
聞折り込みでお知らせいたします。
　オレンジ色の新聞折り込みチラシ裏面の「一
般質問」をチェックしてください。身近な話題
があるかもしれません。
　3月定例会は現任期最後の定例会になります
ので、本会議だけでなく、委員会にもぜひ傍聴
にお越しください。

12月定例会の傍聴者は・・・98人でした。
委員会①では各常任委員会で所管する新年度の予算の説明を聴
きます。
委員会②では各常任委員会で所管する新年度の予算や条例等の
審査をします。

お詫びと訂正　�11月20日発行の第33号（P11）の白石議員のグラフにある単位は「円」の誤りです。お詫びして訂正
いたします。
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